
外洋波浪図の下図
初期状態
１．トレーシングペーパ
２．前線とＬやＨの位置は記入済み
３．船のﾃﾞｰﾀも記入済み
最初の作業
１．衛星ﾃﾞｰﾀを写す(色鉛筆で)
２．船のﾃﾞｰﾀに着色した。
　　2m～ 緑 20KT
　　～3m ピンク 25KT 
　　～4m オレンジ 30KT
　　～5m 赤
　　～7m 黄
　　～8m 紫 40KT
　 ～12m 50KT
　　風浪とうねりがある時は幾何平均
３．地表面東圧線図の上に重ねた。
さあ
気圧配置図の上に重ねて
　　　　　等波高線の記入へ...

ﾒﾓ:これは実は2712Z
(2800Zは使ってしまった)

８．波浪図の作成



天気図
低気圧と高気圧や前線と
等圧線を記入済み

９．波浪図の下に敷いた天気図



10．12時間前の波浪図

これが解析作業の出発点



解析作業の出発点

11．12時間前の天気図



解析作業の一資料だが..

12．数値計算での波浪予想図


